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きかえた (CH山_nXnC-C Ym(CH3)3-m (n, m は 1-3 の整数， X および Y は塩素又は臭素原子)
の一般式で示される一連のエタン誘導体を対象とし，ハロゲン原子が結品格子の分子運動に及ぼす影
響を研究したD
その目的のために，次の 7 程の物質即ち， C13C-C(CH3)2C1, C13C-C(CH山Br， C12(CH3)C-C(CH3)3' 
Cl(CHムC-C-(CH山Cl， Cl(CH山C-C(CH山， Br(CH山C-C(CH山， Br3C-C Br3 を合成し， X線構造解
析(全物質) ，示差熱解析， (全物質) ，誘電率測定 (C13C-C(CH山Cl， C13C-C(CH3)2Br)，ならびにプロ
トン核磁気共鳴吸収 (C13C-C(CH山Cl， (CH山C・C(CH山)，の諸方法により研究を行なった口
示差熱解析法により，各物質には別表に示した転移点のあることを新らしく見出した。













物 質|器tilll 結晶系店内?と~.! I 融 OC 点 lfd.
CI3C-CCI3 7.43a) b.c.c.a) 
72b) 7.61b) 185b) 5.07b) 43 
C13 C-C (CH3)zCl 7.46 b.c.c. -40 6.54 173 4.93 
CI3C-C(CH3)2Br 4.42 b.c.c. -35 6.54 181 5.36 
CI2(CH3)C・C(CH3)3 7.58 b.c.c. -75 6.19 151 4.91 -95 
Cl (CH3)zC-C (CH3)2C1 7.58 b.c.c. -112 6.32 158 4.86 
Cl(CH3)2C-C(CH3)3 7.63 b.c.c. -139 5.25 134-5 5.40 
Br(CH3)2C-C(CH3)3 7.66 b.c.c. -114 5.36 151 5.18 
(CH3hC・C(CH3)3 7.69c) b.c.c.c) -120.6d) 3. 13d) 100.8 4.82d) 
Br3C・CBr3 177 2 1O(分)160 
a) C. Finback; Thids. Kjem. Bergv., 17, 12 (1937). 
b) S. Seki and M. Momotani; Bull. Chem. Soc. ]apan, 23 , 30 (1950). 
c) C.D. West; Z. Krist., 88 , 195 (1934). 







まず (CH山C・C-(CHムのメチノレ基を順次ハロゲンで置換した。 (CH山_nXnC-C.Y m(CH山一m (n, 














縛回転ポテンシヤノレの立場から説明することを試み ， LlSm および LlSt がハロゲン原子の数と加算的
傾向にあることをみとめ，これら一連の化合物の転移が同種の機構によることを明らかにしている。
小出君はこの他，結晶の昇華熱および関連的実験研究の 7 篇の副論文を発表しており，乙れを併せ
考え理学博士の学位論文として十分価値あるものと判定した。
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